
海 �
別 �
べ つ �

7
粂
川
真
理
さ
ん

二
年
連
続「
町
長
賞
」�

　
毎
年
開
か
れ
て
い
る
「
む
し
歯
予
防
図
画
ポ
ス
タ
ー�

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
西
春
別
小
学�

校
六
年
の
粂
川
真
理
さ
ん
が
町
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。�

　
粂
川
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
色
使
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト�

が
優
れ
、
各
歯
の
顔
の
表
情
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い
、
丁
寧�

に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
来
年
度
の
歯
の
衛
生
週
間
ポ
ス�

タ
ー
と
し
て
町
内
の
施
設
等
に
配
布
し
ま
す
。�

�

No.465  JUL. 2002  平成14年�

か い �

海 �
別 �
海 �

別 �
波頭で海を表現。�
中央の分銅は町内の興隆。�
左右に跳ねた翼は躍進。�

むし歯予防図画ポスターコンクール「町長賞」受賞作品
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市
町
村
行
政
を
取
り
巻
く
情
勢
は

今
、
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
の
推
進
、
少
子
・
高
齢
化
社

会
、
国
、
地
方
と
も
に
財
政
の
厳
し
い

状
況
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、

効
率
的
な
行
財
政
の
運
営
、
体
制
の
整

備
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
国
は
こ
れ
ら

の
問
題
解
決
の
た
め
の
一
つ
の
手
段
と

し
て
「
自
主
的
な
市
町
村
合
併
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

◎
市
町
村
を
取
り
巻
く
状
況

○
多
様
化
・
高
度
化
す
る
要
望
に

対
す
る
市
町
村
の
対
応

交
通
通
信
網
の
発
達
な
ど
に
よ
り
、

通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
い
物
な
ど
の

住
民
の
活
動
範
囲
は
、
市
町
村
の
枠
を

越
え
て
確
実
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
広

域
的
に
展
開
し
、
地
域
の
一
体
的
な
振

興
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
行
政

の
広
域
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
の
人
口
は
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
平
成
十
八
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
に
転
じ
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

加
え
て
労
働
者
人
口
の
減
少
な
ど
社
会

経
済
構
造
の
変
革
に
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
地
方
分
権
の
推
進
に
よ
り

市
町
村
の
役
割
が
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す

地
方
分
権
が
実
行
の
段
階
に
入
り
、

市
町
村
が
国
の
指
示
や
命
令
を
受
け
ず

に
、
自
ら
の
責
任
と
判
断
で
行
政
の
施

策
・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
決
定
し
実
施

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
市
町
村
に
は
、
個
性

豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
て
い
く
た
め
の
体
質
強
化
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
市
町
村
の
行
財
政
基
盤
の
充
実

国
と
地
方
の
財
政
基
盤
の
弱
体
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
、
更
に
市

町
村
財
政
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
地
方

交
付
税
の
減
額
や
人
口
減
少
に
よ
る
税

収
の
伸
び
悩
み
な
ど
も
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
市
町
村

が
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
将

来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
よ
り
一
層
簡
素
で
効
率
的
な
行
財

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
「
市
町
村
合
併
」

市
町
村
の
合
併
と
は
　
二
つ
以
上
の

市
町
村
が
一
つ
に
な
り
、
そ
の
規
模
を

大
き
く
し
て
行
財
政
の
強
化
・
効
率
化

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
形
態

に
は
「
新
設
合
併
」
と
「
編
入
合
併
」

が
あ
り
ま
す
。

市
町
村
は
将
来
に
わ
た
っ
て
、
住
民

の
日
常
生
活
に
密
接
な
関
わ
り
の
あ

る
、
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
重
要
な
責
務
を
負
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
様
々

な
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
な
変
動
の
渦

中
に
あ
り
、
市
町
村
に
は
強
固
な
行
財

政
基
盤
を
築
き
行
政
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
は
、

こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
変
化
や
自
ら

の
行
財
政
の
状
況
を
十
分
踏
ま
え
、
住

民
が
将
来
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
町
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
の
あ
く
ま

で
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
町
の
将

来
に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
住
民
参
加

の
も
と
で
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
な
課

題
と
な
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
企
画
調
整
課
広
域
行
政
検
討
担

当
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

1
五
―
二
一
一
一（
内
線
二
二
一
四
）

最
近
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
市
町
村
合
併
の
問
題
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
は
、

私
た
ち
の
生
活
や
町
の
将
来
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
議
論

し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
町
村
合
併
を
め
ぐ
る
動
き
な
ど
に
つ
い
て
随
時
広
報
紙
に
掲
載
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
合
併
が
議
論
さ
れ
て
い
る
背
景
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（新設合併）� （編入合併）�

A町� D町� E町�B町�

新C町� 新E町�

Ａ町とＢ町が対等の立場で合併し�
新Ｃ町ができる。�

Ｄ町がＥ町に吸収される形で合併�
し新Ｅ町ができる。�

市
町
村
合
併

まちの将来を考える
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NEWSNEWS
まちの�
できごと�

平
成
十
四
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、

別
海
二
六
五
番
地
の
高
野
親
一
さ
ん
が

別
海
町
の
社
会
福
祉
の
増
進
と
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
勲
六

等
単
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

高
野
氏
は
、
戦
後
の
混
乱
期
、
仕
事

が
無
く
生
活
に
困
窮
し
て
い
た
北
方
四

島
引
揚
者
の
方
々
な
ど
の
就
職
支
援
に

奔
走
す
る
な
ど
、
家
業
の
か
た
わ
ら
三

十
四
年
間
（
昭
和
二
十
一
年
〜
五
十
五

年
）
の
長
き
に
わ
た
り
、
社
会
奉
仕
の

精
神
と
信
念
を
も
っ
て
民
生
・
児
童
委

員
と
し
て
別
海
町
の
社
会
福
祉
の
増
進

と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
春
の
伝

達
式
に
欠
席
さ
れ
た
高
野
さ
ん
に
は
、

六
月
七
日
、
役
場
に
お
い
て
桜
井
照
安

根
室
副
支
庁
長
か
ら
叙
記
と
勲
章
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
野
親
一
さ
ん
勲
六
等
単
光
旭
日
章
受
章
Y

別
海
町
植
樹
祭
開
催
〜
魚
が
安
心
し
て
住
め
る
川
を
作
ろ
う
〜

今
年
も
町
長
を
始
め
、町
議
会
議
員
、

農
・
漁
協
及
び
建
設
業
関
係
団
体
を
中

心
に
別
海
高
校
や
野
付
み
ど
り
の
少
年

団
な
ど
町
民
約
二
百
名
が
参
加
し
て
、

中
西
別
五
七
番
地
の
八
（
町
有
地
〇
・

四
ha
）
へ
一
、
二
〇
〇
本
の
ド
ロ
ノ
キ

の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
町
の
「
魚
を
は
ぐ
く

む
森
づ
く
り
」
と
別
海
・
野
付
漁
協
婦

人
部
の「
お
さ
か
な
殖
や
す
植
樹
運
動
」

の
共
同
事
業
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

参
加
し
た
野
付
み
ど
り
の
少
年
団
員

は
、
慣
れ
な
い
植
樹
作
業
に
戸
惑
い
な

が
ら
、
魚
が
安
心
し
て
住
め
る
川
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

別
海
町
の
ゴ
ミ
減
量
化
を
Y

町
内
の
商
工
会
、
町
内
会
、
消
費
者

協
会
、
農
・
漁
業
団
体
等
の
女
性
部
で

構
成
す
る
「
別
海
町
の
環
境
・
ゴ
ミ
問

題
を
考
え
る
女
性
の
会
」
が
、
牛
の
糞

尿
か
ら
ガ
ス
を
取
り
出
し
、
資
源
と
し

て
活
用
す
る
た
め
の
施
設
「
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
」
と
、
ゴ
ミ
処
理
場
に
整

備
さ
れ
た
「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

及
び
「
ゴ
ミ
処
理
最
終
処
分
場
」
を
視

察
し
ま
し
た
。

当
会
は
、
ゴ
ミ
な
ど
の
環
境
問
題
が

大
き
な
社
会
問
題
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
在
、
町
が
実
施
し
て
い
る
ゴ
ミ

の
分
別
収
集
で
、
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
処

理
し
て
い
る
〝
生
ゴ
ミ
〞
を
減
量
化
し

て
、
焼
却
ゴ
ミ
量
を
減
ら
す
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
で
、
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
費
に
対

し
て
、
上
限
三
万
円
を
限
度
と
し
て
二

分
の
一
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
当
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
制
度

化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
施
設
見
学
は
、
環
境
と
ゴ
ミ

問
題
に
直
に
触
れ
、
今
後
の
会
の
活
動

を
進
め
る
上
で
の
一
歩
と
な
り
、
更
に

進
ん
だ
発
想
で
町
政
に
新
た
な
風
を
与

え
て
く
れ
る
事
で
し
ょ
う
。



水　口　栄　吉さん
（床丹５番地の64）
明治45年６月１日生

三　上　林　太さん
（別海宮舞町94番地の８）
明治45年６月13日生

堀　　　　　栄さん
（本別81番地の38）
明治45年６月20日生

町
内
在
住
で
九
十
歳
を
迎
え

る
方
を
祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」

が
次
の
方
々
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度

別
海
町
消
防
団
総
合
訓
練
大
会

開
催
さ
れ
る

別
海
町
消
防
団
が
日
頃
の
訓
練
成
果

を
競
い
合
う
、
平
成
十
四
年
度
別
海
消

防
団
総
合
訓
練
大
会
が
五
月
二
十
六
日

西
春
別
地
域
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
館
敷
地

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
及
び
消
防
団
関
係
者
約
百
名
が
出

席
し
、
通
常
点
検
（
応
急
出
動
準
備
）、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
標
的
落
下
（
火
災

現
場
に
即
応
す
る
火
点
を
想
定
し
た
標

的
を
倒
す
）、
出
動
放
水
（
実
際
の
火

災
を
想
定
し
て
一
斉
に
放
水
）
の
三
種

の
訓
練
を
競
技
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

今
大
会
優
勝
分
団
は
、
平
成
十
五
年

度
の
管
内
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
優
　
勝
　
第
一
分
団
（
別
　
海
）

○
準
優
勝
　
第
三
分
団
（
尾
岱
沼
）

○
三
　
位
　
第
六
分
団
（
西
春
別
）

第25回別海町健康マラソン大会兼第16回
西春別駅前健康マラソン大会が６月８日西
春別運動広場・国道243号で、町体育協会
と西春別駅前陸上振興会の共催で行われま
した。
新緑に染まった別海の景色を楽しみなが

ら、マイペースで走りさわやかな汗を流し
ていました。各種目の一位は次のとおりで
す。
小学校４年（男子・女子）木下　修平（上西
春別）・加我　有絵（上西春別）、小学校５
年（男子・女子）田中　利樹（西春別）・石
川陽向子（別海中央）、小学校６年（男子・
女子）若松　庄太（野付）・菅野　理奈（上
西春別）、中学校（男子・女子）土屋　孝弘
（上春別）・小林　知世（上西春別）、高校・
一般女子 神田　正美（西春別）、一般男
子（40歳未満）近藤　基貴（西春別）、一
般男子（40歳以上）樽角　秀利（西春別）、
一般男子（60歳以上）倉本　昭考（上春別）

さわやかな汗を流してY

大
き
く
育
っ
て
帰
っ
て
来
て
ね

五
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
十
日
に
か
け
て
町
営
畜

牛
育
成
牧
場
で
は
、
町
内
の
酪
農
家
か
ら
牛
を
預
か

る
入
牧
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
入
牧
数

は
二
千
百
六
十
頭
。

一
頭
ず
つ
番
号
を

付
け
、
体
重
の
計

測
と
、
写
真
撮
影

を
し
て
大
草
原
へ

放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
牛
た
ち
は
、

十
月
下
旬
ま
で
同

育
成
牧
場
で
放
牧

さ
れ
、
広
い
牧
場

で
す
く
す
く
と
育

て
ら
れ
ま
す
。
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今年も、中西別「さつきまつり」が６月１日から
３日間中西別福祉館を会場に開催されました。
中西別さつき愛好会（高橋吉弥会長）の会員が丹

精こめて育てた約80鉢の見事に咲いたさつきが会場
狭しと展示されていました。
この会は、昭和60年４月２日に７名で発足しまし

たが、現在は釧路・根室・尾岱沼の方も含め16名の
会員で構成されています。毎月１回の会合で、自分
の鉢を持ち寄りお互い意見を出し合いながらさつき
作りを進めています。
今年も、町内外から約600名のさつきファンが訪

れ「本当に、見事な花を付けていますね。」と関心
しながら、観賞していました。

６月14日、上風連小学校児童会（50名）が
今年も、役場、教育委員会、病院、特別養護
老人ホーム、柏の実学園、給食センターなど
普段お世話になっている方や、入所者に感謝
や励ましの気持を込めて、スズランの花をプ
レゼントしました。
花束を受け取った助役は、「いつもありが

とう。これからも、花を大事にする心を大切
に育ててください。」と言葉をかけていまし
た。
スズランは、午前中に全校児童で摘んだも

のを花束にしたもので、各施設にさわやかな
香りを運んでくれました。

別
海
地
区
環
境
保
全

推
進
協
議
会
開
催

五
月
二
十
八
日
、
酪
農
地
帯
の
家
畜

糞
尿
か
ら
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
国

の
国
営
環
境
保
全
型
か
ん
が
い
排
水
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
別
海
地
区
の
酪
農

家
が
集
ま
り「
環
境
保
全
推
進
協
議
会
」

会
議
が
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。会

員
の
酪
農
家
は
、
環
境
保
全
型
農

業
の
実
践
を
め
ざ
し
て
お
り
、
①
リ
サ

イ
ク
ル
農
業
の
推
進
②
適
正
な
施
肥
管

理
の
徹
底
③
家
畜
糞
尿
の
流
失
防
止
④

家
畜
糞
尿
の
適
正
利
用
⑤
畜
舎
周
辺
の

環
境
整
備
等
を
推
進
目
標
と
し
て
い
ま

す
。当

日
は
、
事
業
主
体
で
も
あ
る
釧
路

開
発
建
設
部
の
職
員
か
ら
町
内
主
要
河

川
の
水
質
状
況
や
、
河
畔
林
や
遊
水
池

な
ど
で
水
質
を
改
善
す
る
「
浄
化
型
排

水
路
」
、
肥

培
施
設
の
有

効
活
用
に
向

け
た
「
環
境

保
全
型
農
業

推
進
調
査
」

な
ど
の
調
査

結
果
の
報
告

が
あ
り
ま
し

た
。

き
れ
い
に
な
っ
た

光
進
会
館
の
屋
根

六
月
三
日
、
農
繁
期
を
前
に
光
進
町

内
会
（
江
崎
博
信
会
長
）
は
築
二
十
年

以
上
経
過
し
、
傷
ん
で
き
た
光
進
会
館

の
屋
根
を
塗
装
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
七
名
は
、
町
か
ら
提
供
さ

れ
た
ペ
ン
キ
等
の
材
料
で
、
塗
装
業
者

の
指
導
の
も
と
約
六
百
平
方
メ
ー
ト
ル

を
塗
り
替
え
ま
し
た
。

町
で
は
、
現
在
、
地
域
会
館
の
維
持

管
理
・
周
辺

整
備
等
に
つ

い
て
は
、
地

域
の
住
民
の

方
が
行
う
よ

う
進
め
て
い

ま
す
。

あ
り
が
と
う
Y
ス
ズ
ラ
ン
の
花

中西別「さつきまつり」開催
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図画ポスター展�図画ポスター展�
む�し�歯�予�防�む�し�歯�予�防�

平成14年度�

　
「
歯
の
衛
生
週
間
」
（
六
月
四
日
〜
十
日
）
に
併
せ
、
町
と
教
育
委
員
会
の

主
催
で
小
学
生
を
対
象
と
し
た
平
成
十
四
年
度
別
海
町
む
し
歯
予
防
図
画
ポ
ス

タ
ー
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

�

　
町
内
の
小
学
生
か
ら
六
百
三
十
九
点
の
応
募
が
あ
り
、
五
月
二
十
一
日
の
審

査
会
で
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
六
月
四
日
に
特
別
賞
（
町
長
賞
・
教
育

長
賞
・
校
長
会
長
賞
・
歯
科
医
師
賞
）
入
賞
者
六
名
の
表
彰
式
が
町
民
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
今
年
の
応
募
作
品
は
色
鮮
や
か
な
作
品
が
多
く
、

標
語
に
も
新
鮮
な
も
の
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
、
標
語
の
文
字
を
丁
寧
に
か
く
と

生
き
る
作
品
が
多
か
っ
た
」
と
の
総
評
が
あ
り
ま
し
た
。

�
�

【
町
長
賞
】粂
川
真
里（
西
春
別
小
六
年
）【
教
育
長
賞
】川
井

絵
梨
菜（
別
海
中
央
小
六
年
）【
校
長
会
長
賞
】佐
々
木
智
義（
西

春
別
小
六
年
）【
歯
科
医
師
賞
】八
田
晟
哉（
別
海
小
四
年
）大

越
千
賀
子（
別
海
中
央
小
一
年
）富
田
眞
衣（
野
付
小
四
年
）【
優

秀
賞
】勝
木
翔（
野
付
小
一
年
）平
澤
麻
美（
中
春
別
小
二
年
）

竹
田
侑
弥（
中
春
別
小
三
年
）丸
山
千
里（
別
海
中
央
小
四
年
）

久
野
明
日
香（
中
春
別
小
五
年
）丹
治
詠
士（
西
春
別
小
六
年
）

【
奨
励
賞
】金
川
翔
也（
上
春
別
小
一
年
）安
達
儀
樹（
野
付
小

二
年
）尾
崎
敬
祐（
別
海
小
三
年
）境
田
あ
い（
上
西
春
別
小

四
年
）猿
谷
彩
佳（
中
春
別
小
五
年
）池
田
充
希（
野
付
小
六
年
）

【
佳
作
】一
年
／
阿
部
凪
彩（
野
付
小
）齋
藤
比
奈
乃（
野
付
小
）

伊
達
秋
広（
野
付
小
学
校
）小
林
沙
生（
別
海
中
央
小
）福
岡

愛
耶
香（
光
進
小
）金
子
弥
樹（
美
原
小
）二
年
／
住
友
夢
華（
上

西
春
別
小
）佐
藤
え
り（
上
西
春
別
小
）出
田
有
花
里（
中
春

別
小
）北
山
誉
悠（
西
春
別
小
）佐
藤
静
佳（
豊
原
小
）三
年
／

藤
本
静
香（
上
西
春
別
小
）大
久
保
知
佐（
別
海
中
央
小
）小

室
麻
友（
西
春
別
小
）小
島
優
俊（
西
春
別
小
）四
年
／
蝋
山

美
咲（
野
付
小
）伊
東
明
日
美（
中
春
別
小
）沼
山
森
生（
別
海

中
央
小
）小
川
拓
真（
西
春
別
小
）五
年
／
相
馬
祥
吾（
別
海
小
）

伊
藤
千
咲（
別
海
小
）末
松
美
樹（
中
春
別
小
）前
田
栞（
中
春

別
小
）六
年
／
兼
板
智
子（
別
海
中
央
小
）石
立
沙
耶（
野
付
小
）

上
林
明
日
香（
野
付
小
）山
崎
裕
尊（
別
海
小
）�

【
町
長
賞
】
粂
川
　
真
里
さ
ん�

【教育長賞】川井絵梨菜さん�【歯科医師賞】八田　晟哉さん�【歯科医師賞】大越千賀子さん�

【歯科医師賞】富田　眞衣さん�

【校長会長賞】佐々木智義さん�
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楽しい修学旅行やクラブ活動も実施�
「新たな出会い、ふれ合い、学び合いをもとめて」�

～高齢化社会にふさわしい平成寿大学を開設～�
�

向学心旺盛な多くの新入生を迎えての入学式（別海平成寿大学入学式：学長式辞）�

　豊かな人生を創造するため意欲的に学習活動に�
取り組みたいと力強く表明�
（入学生代表挨拶：笠原正氏）�

�

回数�

�

�

１�

�

�

２�
�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

10�

11�

�

12

※開催曜日は月曜日で、時間は午前10時から正午までです。また午後からはクラブ活動を行います。�

学習科目�

�

�

特 別 活 動�

�

�

一般教養学�
�

社 会 学 �

芸 術 文 化�

社 会 学�

健 康 学 �

健 康 学 �

社 会 学 �

福 祉 学 �

社 会 学�

特 別 活 動 �

�

特 別 活 動�

講 師 等�

�

�

公民館職員�

�

�

郷土資料館�

戸田　峯雄�

別 海 町 長�

�

消費者協会�

医　　　師�

栄 養 士 �

�

建 築 士 �

渡航経験者�

公民館職員�

�

公民館職員
�

�

牧野　昭一�

開催日時�

�

�

６月３日�

�

�

６月24日
�

�

７月22日�

８月下旬�

９月２日�

10月初旬�

11月中旬�

11　　月�

12月初旬�

１月下旬�

２月上旬�

�

３月上旬�

　　  　学　　　習　　　内　　　容�

¡始業式�

¡オリエンテーション�

　①年間学習日程説明�

　②自治会役員の決定�

¡さつき祭鑑賞�

¡（歴史探訪）�

　根室場所の分割＝どんな問題があったのか�

¡別海町を学ぶ『21世紀の別海町』�

¡影絵人形劇「みんわ座」公演鑑賞�

¡悪徳商法から身を守る�

¡高齢者の健康管理①�

¡高齢者の健康管理②�

¡中学生を知る『別海町少年少女弁論大会』�

¡けがのない住宅�

¡北方４島の生活を学ぶ『ビザ無し渡航から』�

¡修学旅行（１泊２日）�

¡終業式�

　①修了証書授与�

　②15年度の計画説明と入学案内�

　③講演「私の音楽と人生」�

　公民館では、別海町内の65才以上の高齢者が3,097名で、人口の18％を占めており、本格的な高齢化社会を迎

えた21世紀にふさわしい生涯学習の充実・発展を図るため、今年度から３カ年計画で、昭和46年から順次開設

してきて、現在町内26ヶ所で開設している高齢者学級を８ヶ所（中央、西、東公民館の３本館と本別海、中春

別、中西別、上風連、上春別の５分館）に集約し、装いも新たに「平成寿大学」として開設することになりま

した。�

　今年は、別海平成寿大学（中

央公民館）と、西春別平成寿大

学、上春別平成寿大学（共に西

公民館）の３校が、それぞれ健

康、芸術文化、社会学など多様

な学習プログラムで開校し、こ

のたび新入生を迎えて入学式が

挙行されました。�

　別海平成寿大学では、４名の来賓のご臨席のもと、60歳から87歳

までの向学心に燃える80名の新入生を迎えて入学式が行われ、修礼、

国歌斉唱など厳粛な雰囲気の中、学長（葛西祐教育長）から「本学

を、生きがいあふれる人生を送るための自己実現の場としていただ

きたい。」との式辞、また来賓の山崎賢一町議会議員と小崎良一公民

館運営審議会委員長からそれぞれ祝辞があり、最後に入学生を代表

して、笠原正氏が「多くの人たちとのふれ合い、学び合いの中から

生きがいを見つけ、豊かな人生を送りたい」と決意が述べられまし

た。�

　入学式終了後、さっそく、自治会

が開かれ、カラオケや踊り、囲碁・

将棋など趣味によるクラブ活動など

の話し合いがもたれ、楽しい学生生

活がスタートいたしました。�

　なお、大学への在籍期間は最高10

年間で、特に学習意欲のある学生は

「聴講生」として受け入れることに

しています。又、５年修了生には「学

士」、７年は「修士」、10年が「博士」

の称号が与えられますが、この外に

「教授」の称号もあり、大学の講師

として活躍していただく仕組みも作

っております。�

　さらに、大学への入学は年度途中

からでも認めておりますので、意欲

のある方は最寄りの公民館に申し込

みください。�

�

�

別海平成寿大学年間学習プログラム�
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町立別海病院�

８月の保健�
業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

月�

火�

〃�

水�

木�

火�

木�

水�

月�

火�

〃�

水�

木�

〃�

金�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

10：00～11：00�

10：30～12：00�

10：00～12：00�

12：30～13：00�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

９：30～11：00�

11：00～12：30�

12：30～13：00�

10：00～11：30�
13：00～15：00�

12：30～13：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30�
�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

東 公 民 館�

町民保健センター�

母子健康センター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

町民保健センター�

上春別地域センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

乳 幼 児 相 談�

乳 幼 児 相 談�

母親教室第１課�

乳 幼 児 相 談�

母親教室第３課�

母親教室第４課�

４ ヵ 月 健 診�

１ 才 半 健 診�

1才3ヵ月歯磨き教室�

フ ッ 素 塗 布 �

母親教室第２課�

３ 才 児 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �
問い合わせ�

町立別海病院事務課総務担当  15-2311（内線201）  

　　　　　小児神経外来�

７月19日f�

　　担当医師　札幌医大　舘　　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

７月８日b～７月９日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

７月22日b～７月23日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　山　　徳和医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

７月11日e～７月12日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　遠藤　元宏医師�

７月25日e～７月26日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　松坂　英信医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

�

　　　 病院職員の募集について�

　町立別海病院では、理学療法士を募集して�

います。�

　受付は随時行っていますので、病院事務課�

総務担当までお問い合わせください。�

７月診療案内�

5�

6�

〃�

7�

8�

13�

15�

21�

26�

27�

〃�

28�

29�

〃�

30
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久保　佑磨くん�
（修二）�

たけとら�

鈴木　武虎くん�
（めぐみ）�

の　あ�

佐藤　望亜ちゃん�
（真誠）�

ふう  か  

赤堀　楓華ちゃん�
（歩）�

さ　ゆ　き�

金子采佑紀くん�
（陽一）�

しゅん�

森井　　駿くん�
（義見）�

  さ  つき�

日野　颯月ちゃん�
（裕一）�

  か  ずき�ゆう  ま  

太田　司葵くん�
（建一）�

あおい�

笠島　　葵ちゃん�
（健大）�

り  あん  

鎌田　梨杏ちゃん�
（正春）�

まさ  や 

杉本　昌也くん�
（光啓）�

あ　み�

尾崎　愛実ちゃん�
（俊明）�

りゅうせい�

新田　竜聖くん�
（雄一）�

ひろ  と�

三宅　弘人くん�
（武寿）�

さ　ほ�

濱松　沙帆ちゃん�
（芳英）�

ゆう  ま�

尾形　優磨くん�
（友和）�

わたる�

伊勢　　航くん�
（明）�

けい�

下町　　桂ちゃん�
（誠）�

いっせい�

天田　一成くん�
（裕幸）�

6月
5日

　
町民保健センターで撮影　（

　）
内は
保
護

者
名

1歳6ヵ月健診�

o BETSUKAI�
2002.7



!0BETSUKAI�
2002.7

行政相談員をご存知ですか

年金、登記、道路、河川、郵便、
窓口サービスなど、役所の仕事に
ついての苦情や、要望はありませ
んか。
その解決や改善に向け町内には

行政監察局から委嘱された「行政
相談委員」がおります。相談は無
料です。口頭、電話、手紙などで
いろいろなご意見をお寄せくださ
い。
別海町の行政相談委員は、佐藤

スミ子さんです。（別海131番地の
89、15-2440）
問い合わせ／町民課町民生活担当

（内線１２１３）

別海町知的障害者ホームステイ
受け入れ家庭募集

平成12年度より実施しています
「別海町知的障害者ホームステイ
促進事業」は、一般家庭が知的障
害者を受け入れることで、相互の
交流が図られ、地域の障害者に対
する正しい理解と施設利用者の社
会自立に向けた不安を軽減するこ
とを目的としています。
平成14年度も受け入れ家庭を募

集しますのでご協力お願いします。
○募集世帯／10世帯
○受入対象者／「柏の実学園」利
用者
○受入期間／７月～９月のうち５
日間（日帰り３回、１泊２日１回）
○助成措置／一世帯当たり３万円
程度
○募集締切／７月15日b

問い合わせ・申し込み／柏の実学
園（1９－５１１１）

米海兵隊実弾射撃訓練
実施について

矢臼別演習場における米海兵隊
の実弾射撃訓練が平成14年９月に
行われます。
なお、詳細な訓練スケジュール

については、決まり次第お知らせ
します。
問い合わせ／企画振興課演習場対
策担当（内線２２１５）

看護職対象の研修会

看護職（保健師・助産師・看護
師・准看護師）免許を取得してい
る方を対象にした研修会が開催さ
れます。
○日時／8月4日a10時45分～16時
○場所／町立中標津病院内講堂
○テーマ／「情報開示と看護記録」
情報開示の背景・経緯・目的・意
義、看護記録の法的位置づけと開
示に向けて。
○講師／古橋洋子氏
○料金／無料
○締切／７月12日f

問い合わせ・申し込み／町立別海
病院　川瀬・大槻（15-2311）

夏季の連続休暇を積極的に

労働時間の短縮は、労働者の心
の健康を維持し、仕事の効率や創
造性を確保することによって、ゆ
とりある勤労者生活を実現するこ
とにつながり、活力ある社会を確
立するための重要な国民的な課題
です。
このため厚生労働省は、完全週

休２日制の促進、所定外労働時間
の削減、年次有給休暇の取得促進
等を進めています。また、夏季の
連続休暇（ほっとWEEK）を積極
的に取り組むキャンペーンを実施
します。今年の夏休みから始めて
みましょう。
問い合わせ／6全国労働基準関係
団体連合会北海道支部
（1０１１－７４７－６１４１）

お知らせ�
伝言板�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131�

尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326�
上春別出張所  5-6011�

�

○慰霊巡拝（墓参）事業概要�
�

�

問い合わせ／福祉課社会福祉担当�
　　　　　　　（内線１３１２）�
�

　平成14年度の慰霊巡拝（墓参）の�
事業概要をお知らせいたします。�

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�

11

区　分�
�

ロ シ ア��
�

中　　国�
モンゴル�
�

南　　方�
�
�

日　　本�

　  地　　　名�
ハバロフスク地方�
沿 海 地 方�
イルクーツク州�
チ タ 州�
東 北 地 区�
16 埋 葬 地 跡 地�
中 部 太 平 洋�
ビスマーク・ソロモン諸島�
フ ィ リ ピ ン�
イ ン ド�

硫 黄 島�

  用　務�
墓　　参�
墓　　参�
墓　　参�
墓　　参�
慰霊巡拝�
慰霊巡拝�
慰霊巡拝�
慰霊巡拝�
慰霊巡拝�
慰霊巡拝�

慰霊巡拝�

�
９月下旬�
９月下旬�
10月上旬�
10月上旬�
８月下旬�
９月上旬�
３月下旬�
11月下旬�
１月下旬�
２月下旬�
10月中旬�
２月中旬�

�
９日間�
９日間�
９日間�
10日間�
10日間�
９日間�
８日間�
８日間�
９日間�
11日間�
１日間�
１日間�

�
  10名�
  10名�
  10名�
  10名�
  20名�
  40名�
  50名�
  30名�
100名�
  10名�
  50名�
  50名�

派　　遣　　地　　域� 実施予定�
期　　間�

実 施�
期 間�

派遣�
予定人員�

（注）実施時期、期間等は相手国の都合等により変更することがあります。�

平成14年度�

慰霊巡拝�
（墓参）�



サマージャンボ宝くじサマージャンボ宝くじ�

この宝くじの収益金は市町村の明るく住み良い街づくりに使われます。�
�

サマージャンボ宝くじサマージャンボ宝くじ�サマージャンボ宝くじ�

第46回高松宮賜杯軟式野球大会�
北北海道大会�

１等２億円　前後賞５千万円�
○発売期間／７月22日（月）～８月９日（金）�

○抽選日／８月26日（火）�
�

7/19（金）～�22（月）�

第46回高松宮賜杯軟式野球大会�
北北海道大会�

会場／別海町・中標津町・標津町・羅臼町の各町営球場�
参加チーム／30チーム　皆さんぜひ見に来てください。�

�

施 設 名：別海・西春別・尾岱沼温水プール�

時　　間：10：00～21：00（通常：10：00～20：00）�

延長期間：7月1日～9月30日�

問い合わせ：総合スポーツセンター（15-2882）�

プールプールの開放時間開放時間が�
延長されます延長されます�

プールの開放時間が�
延長されます�
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くしろ・ねむろスタンプラリー

根室観光連盟では、くしろ圏観
光キャンペーン推進協議会との共
催により、６月１日から10月31日
までの間、「くしろ・ねむろスタ
ンプラリー」を実施しています。
根室・釧路管内の主な観光スポ

ット60カ所に設置してあるスタン
プの中から、６カ所のスタンプを
集めて応募すると、抽選で500名
に素敵な賞品が当たります。
応募用紙がついているミニガイ

ドブックは観光スポット、役場、
観光案内所に設置しています。ふ
るってご応募ください。
問い合わせ／根室観光連盟事務局
（1０１５３２－９－２４２７）

排水設備工事責任技術者試験

別海町では、排水設備指定工事
店の資格要件に排水設備工事責任
技術者制度を導入し、全道統一試
験を行います。なお、既に登録し
ている方は、受験の必要はありま
せん。
○名称／第７回北海道排水設備工
事責任技術者試験
○日時／11月６日d13時30分～
○受験料／3,500円
¡試験講習を10月に行います。
¡受講料／3,000円（テキスト代込）
○場所／いづれも釧路市他道内10
市
○受付期間／９月２日b～11日d

問い合わせ／下水道課管理担当
（内線３１３４）

デイ・ライト（昼間点灯）運動

北海道、警察等では、デイ・ラ
イト（昼間点灯）を実施していま
す。ライトを点灯することにより、
自らの交通安全意識を高めるほ
か、他の運転者や歩行者等にも交
通安全を呼びかけるとともに、車
両の存在、位置等を相手に認識し
てもらうことにより交通事故の防
止を図っています。
○実施期間／６月１日～11月30日

ワークシェアリング推進
モデル事業奨励金

「ワークシェアリング（仕事の
分かち合い）」を実施する中小企
業事業主を支援するための奨励金
制度が創設されました。
○育児休業制度等を新たに規定
し、代替要員を雇用した場合（雇
用内容により）／一人４万円～15
万円
○常時使用する労働者の数が10人
未満の商業、保健衛生業、接客娯
楽業等の事業場で、週所定労働時
間を１時間以上短縮し、新たに労
働者を雇用した場合／１事業場に
つき40万円
問い合わせ／根室支庁商工労働観

光課労働係（101532-4-5619）

中山間地域等直接支払交付金
事業に係る集落協定を

公表します

別海町では、平成12年度から平
成16年度までの５ヶ年間、中山間
地域等直接支払交付金事業を実施
しており、本年も昨年に引き続き、
農業生産者に厳しい地域の対策と
して、担い手の減少、耕作放棄の
増加等による、多面的機能の低下
を防止するため、生産条件が不利
な地域の一団の農用地（農地、採
草放牧地）の面積に応じて交付金
を支払う事としております。本事
業の透明性を確保する観点から、
具体的な事業内容が記載されてい
る集落協定書を、次のとおり公表
いたします。
なお、別海町ホームページの農

業情報の中に公表しておりますの
で、ご覧下さい。
○公表期間／７月10日～７月30日
（土日祝日を除く）
○公表時間／午前９時～午後５時
まで
○公表場所／農政課農業企画担当
問い合わせ／農業企画担当

（内線１４１１）
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「非課税制度」改正の
お知らせ

老人や障害者等の少額貯蓄
非課税制度（以下「非課税制
度」という）は、平成18年１
月１日で、障害者等を対象者
とする非課税制度に改正され
ることとなり、65歳以上であ
ることを要件としての非課税
制度の適用が受けられなくな
ります。
この経過措置として、平成

15年１月１日以降、65歳以上
の老人（障害者等を除く）に
ついては、平成14年12月31日
までに預入した非課税扱いの
郵便貯金を有している場合を
除き、新たに非課税扱いの郵
便貯金を預入することができ
なくなるほか、障害者等であ
っても65歳以上の老人である
ことを非課税対象者の要件と
して預入した郵便貯金につい
ては平成17年12月31日まで
に、郵便局に障害者等確認申
請書を提出し、障害者等であ
ることの確認を受けなけれ
ば、当該貯金の平成18年１月
１日以降（通常貯金は平成18
年４月１日以降）の預入期間
の利子は課税扱いとなりま
す。
また、国債等についても同

様の取り扱いとなります。詳
しくは郵便局まで。

平成14年用かもめーる
発売中

涼しさを運ぶ時候の便りと
して夏らしい絵柄の郵便はが
き「かもめーる」を発売中で
す。お早めにお早めにお買い
求めください。

勤労者福祉資金融資制度の
ご案内

北海道では、中小企業にお勤め
の方（育児・介護休業中の方も含
みます）、季節労働者の方、企業
倒産など事業主の都合により離職
した方に、医療、教育、冠婚葬祭
などの生活資金を融資していま
す。
融資金額は、100万円以内で融

資期間は、５年以内です。
○申し込み先／北海道労働金庫、
各信用金庫、各信用組合の本店・
支店
問い合わせ／根室支庁商工労働観
光課（101532-3-6131）

暮ら
しを守る生活情報暮ら
しを守る生活情報 悪質商法について�

自分は大丈夫と思っていませんか？�
～もうかる話にご用心～�

　悪質商法とは、自宅や路上、職場や学校、電話やインターネット�
で高額な商品を買わせる商法です。身近な所にも悪質商法にかかり�
被害を受けた方がいます。騙されない為に、その手口や解決方法を�
知ることが大事です。今回は点検商法についてです。�
�
　商法手口　　「点検しに来ました」と来訪し、修理不能、危険な�
　　　　　　　状態、期限切れなど、事実と異なることをもっとも�
　　　　　　　らしく言って消費者の不安をあおり、必要のない新�
　　　　　　　品や別の商品・サービスを売りつける商法です。�
　主な商品　　白蟻駆除・消火器・床下換気扇など�
�　～肝に命じてください～だまされないための５つの心得�

１）口先のやさしい言葉にご用心。うまい話はこの世にない。�
２）見知らぬ人の親しげな接近・訪問に要注意。身なりや態度にだ�
　　まされない。�
３）預貯金などのプライバシーは明かさない。�
４）「結構です」「いいです」などのあいまいな言葉は使わない。�
　　必要なければ「必要ありません」とキッパリことわる。�
５）ひとりで決めず、契約は間をおいて慎重に。家族や身近な人、�
　　消費生活センターに相談する�
　�　悪質商法・契約・クーリングオフについての相談は

�
１）北海道立消費生活センター根室相談所　101532-9-2860�
２）別海町役場福祉部町民課　101537-5-2111　内線 1211�
�
※クーリングオフとは、契約した商品にもよりますが、契約書面を�
　受け取った日から８日以内に契約を解除できる制度です。手続き�
　など詳しいことは、上記の相談窓口へ。�
�



国 民 年 金 �
○国民年金保険料を納めましょ
う。
国民年金は20歳から60歳まで

の40年間加入し、保険料を納め
ると将来満額の老齢基礎年金が
受けられます。
また、国民年金は現役世代の

納める保険料が、現在年金を受
けている方たちを支える制度で
す。
もし、親や祖父母など身近な

方で年金を受けている方がいれ
ば、その年金も現在保険料を納
めている方たちによって支えら
れているのです。
家族や大切な方、そして自分

自身のためにもきちんと国民年
金に加入し、保険料を納めまし
ょう。

○安心・便利・確実な口座振替
「保険料を納めたいけど、な

かなか時間がなくて…」という
方は、口座振替をご利用くださ
い。口座振替のご利用を希望さ
れる方は、納付書、預貯金通帳、
通帳使用印を持参のうえ金融機
関または社会保険事務所で手続
きをしてください。

○保険料を納めることが困難な
方へ
「保険料を納めたいけど、今は
ちょっと…」という方は、申請
をして承認されると、所得に応
じて保険料の全額または半額が
免除されます。
免除を希望される方は、役場

または支所・出張所の窓口で申
請の手続きをしてください。

訂正とお詫び
広報別海６月号で「社会

保険事務相談開設日」が７
月６日cは7月16日Cの間違
いです。訂正してお詫びい
たします。

社会保険事務相談開設日
○日時／８月20日c13時～17時
○会場／中標津経済センター
○問い合わせ／国民年金担当

（内線１２２５）

☆国民年金保険料の納付は、
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歯
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
人
は
視
覚
、
聴
覚
、
運
動

能
力
が
優
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
生
活
の
質
が
高
く
、

活
動
的
な
人
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

今
さ
ら
私
は
、
歯
を
矯
正
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
も
し
歯
並
び
が
良
か
っ
た
ら
大
き
な
人
間
に
な
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
私
の
上
部
の
歯
二
本
は

他
の
歯
と
比
べ
て
大
き
く
、
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
い
る
。

（
た
く
）

�
�
　　　　～お誕生おめでとう～�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�

　u西澤　花梨ちゃん（女）直　樹（西　春　別）�

　u笹岡　　愛ちゃん（女）　豊　（中　春　別）�

　u星野　舞斗ちゃん（男）輝　晃（別　　　海）�

　u松田　裕汰ちゃん（男）元　寛（中　西　別）�

　u宍戸佐千子ちゃん（女）　　之（別　　　海）�

　u前川　快晴ちゃん（男）　浩　（上　風　連）�

　u小野和花奈ちゃん（女）幸　一（別　　　海）�

　u長谷部尚時ちゃん（男）　正　（西　春　別）�

　u金澤　優希ちゃん（女）仁　司（西　春　別）�

　u岩崎　幸歩ちゃん（女）信　良（尾　岱　沼）�

　u田口香奈英ちゃん（女）英　治（豊　　　原）�

　u三栖　汐音ちゃん（女）嘉　一（別　　　海）�

　u高橋　芽衣ちゃん（女）英　樹（別　　　海）�

　u長谷　若花ちゃん（女）英　彦（別　　　海）�

　u菊地　優那ちゃん（女）信　治（尾　岱　沼）�

�

　　　　～ご結婚おめでとう～�
　u品堀　　誠・赤堀　　歩さん　（奥　　　行）�

　u大森　直樹・久司　夏恵さん　（別　　　海）�

　u田中　真志・石野　明子さん　（別　　　海）�

　u佐藤　崇徳・岩村　信枝さん　（西　春　別）�

　u高橋　庸介・松本美千代さん　（尾　岱　沼）�

　u坂本　貴徳・番屋　早苗さん　（別　　　海）�

　u大塚　智史・堀田　淳子さん　（別　　　海）�

�

　　　～お悔やみ申し上げます～�
　s阿部　敏子さん　（７１歳）　（別　　　海）�

　s石川　文子さん　（７６歳）　（大　　　成）�

　s林　　文惠さん　（５０歳）　（別　　　海）�

　s大和田　洋さん　（６１歳）　（西春別駅前）�

　s山口　清美さん　（５７歳）　（別　　　海）�

　s笹谷　英一さん　（８９歳）　（別　　　海）�

　s今野　寅治さん　（７７歳）　（西　春　別）�

　s篠崎　義行さん　（８５歳）　（尾　岱　沼）�

　s齊藤　豊子さん　（９０歳）　（別　　　海）�

　s本間　忠雄さん　（６８歳）　（別　　　海）�

�

おめでた・おくやみ�
（５月１日から５月30日届出分まで）�

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
阿
部
功
さ
ん
（
別
海
）

▽
林
広
利
さ
ん
（
中
西
別
）

▽
笹
谷
ヨ
シ
さ
ん（
別
海
宮
舞
町
）

▽
篠
崎
き
江
さ
ん
（
尾
岱
沼
）

▽
溝
口
明
子
さ
ん
（
上
風
連
）

▽
斉
藤
寛
さ
ん
（
西
春
別
）

▽
長
井
榮
さ
ん
（
上
風
連
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

▽
泉
川
楽
生
ク
ラ
ブ
（
泉
川
）

▽
光
進
歌
謡
同
好
会
（
光
進
）

▽
光
進
泉
寿
ク
ラ
ブ
（
光
進
）

▽
鈴
木
一
義
さ
ん
（
上
春
別
）

▽
篠
崎
功
さ
ん
（
尾
岱
沼
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
付�
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ト

ふれあいのある明るい地域づくりに参画しよう�
別海町の交通事故発生状況　発生17件、死者５名、傷者21名�

　　　　　　　　　　　　　前年同期比　   （－２）　　  （＋３）　   　（－１）　　　 　�

（平成14年１月１日～６月24日）�

7月は〝社会を明るくする運動〟強調月間�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�



広
報
べ
つ
か
い
 
７
月
号
 
　
編
集
／
別
海
町
役
場
　
総
務
部
　
総
務
課
　
統
計
広
報
担
当
　
〒
〇
八
八
―
〇
二
〇
五
 
北
海
道
野
付
郡
別
海
町
別
海
常
盤
町
二
八
〇
番
地
　
電
話
（
〇
一
五
三
七
）
五
―
二
一
一
一
　
F
A
X
 
五
―
〇
三
七
一
�

まちの人口／17,016人（＋14）�
男／8,468人（－3）  女／8,548人（＋17）�

世帯／6,008世帯（＋1）�

平成14年５月31日現在  （　）は前月比�

�

別海町ホームページ�
http://www.betsukai.gr.jp/

この広報紙には森林保護のため�
再生紙を使っています�

広 報 べつかい 7月号�

¡町の木¡�
ナラ�

¡町の鳥¡�
ハクチョウ�

¡町の花¡�
センダイハギ�


